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令和４年度　野木町施政方針 － 町民の皆様の幸福感が増していくまちづくりを目指して －

新型コロナウイルス感染症対策
・新型コロナウイルスワクチン接種事業　
　（３回目接種）
・ＰＣＲ検査キット購入
・自宅療養者生活支援
・公共施設における感染症防止対策用品　
　購入

防災・災害対策
・全町避難訓練
・逆川排水機場耐震補強工事及び電気機　
　械設備改築工事
・川西地区水防拠点整備

道路整備・交通対策
・友沼橋の橋脚等長寿命化工事
・二級幹線９号線他１路線側溝整備工事
・デマンドタクシー交通運営事業
・自転車用ヘルメット購入補助

１　安全・安心のまちづくり

子育て支援策
・１８歳までの医療費無料化
・出産祝金
・第３子以降小中学校等入学祝金支給
・保育園・学童保育待機児童ゼロへの取組
・１歳児担当保育士の増員
・感染症対策のための補助員配置

教育環境充実策
・非常勤講師、支援員、スクールカウンセラーの
　加配
・ＩＣＴ教育環境の充実
・給付型奨学金制度
・佐川野小学校の屋外防水外壁改修工事実施設計
・友沼小学校駐車場用地買収及び整備工事
・ＡＬＴ全校配置
・英検３級の検定料補助
・英語力向上推進リーダーの配置
・学校図書館司書の全校配置
・ブックスタート、ブックプラスワン事業

２　少子高齢化対策
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〈ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を推進します 〉

～ 野木町の３  重点施策 ～

野木町長　真瀬宏子

　町づくりの基本理念を「やさしさとやすらぎに満ちた明るいまち」と位

置づけ、人々が和やかに、明るく、町民それぞれの幸福感が増していく

ようなまちづくりを目指して、各施策の実現に、力を尽くしてまいりま

す。

　令和４年度においても、まず新型コロナウイルス感染症対策、コロナ

禍における町民生活や経済活動の安定・回復に向けて、さらに支援策を

進めます。またＳＤＧｓの理念を取り入れた持続可能なまちづくりや、

全庁的なＤＸの推進を図ります。さらに国土強靭化地域計画に基づいた

防災・減災対策の強化に取り組んでまいります。

　厳しい財政状況が続く中ではありますが、私達行政には柔軟性をもっ

た効率的かつ持続可能な財政運営が求められます。このような状況下に

あっても、常に町民の視点に立ち、町民との協働事業を優先的に進める

とともに、町民の満足度を増すような町づくりの実現に向けて、町民の

皆様と共に進んでいけたらと思っております。

　今年度も、戦略的に取り組んでいく施策として、「安全・安心のまち

づくり」「少子高齢化対策」「町の活性化策」の３重点施策を中心に行政運

営を行ってまいります。
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－ 町民の皆様の幸福感が増していくまちづくりを目指して －
問政策課　撒 （57）4101

- 予算編成の基本方針 -

高齢者支援策
・フレイル予防等の各種教室や講習会の
　開催
・ふれあいサロンや老人クラブ等の継続
　支援
・安全安心見守りネットワーク事業
・緊急通報装置の貸与
・軽度生活支援事業
・外出支援事業
・配食サービス
・高齢者等のごみ出しサポート
・通院時タクシー料金助成
・見守りキーホルダー交付

総合相談支援策
・総合サポートセンター「ひまわり館」で
　の総合相談
・子育て世代包括支援センター事業
・教育委員会内に「子ども家庭総合支援拠
　点」の設置

３　町の活性化策
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～ 野木町の３  重点施策 ～

施政方針全文

はこちら

　新年度予算案につきましては、国や県の補助金などを活用して財源を確保するとともに、歳出では事

業の見直しを図り持続可能な予算編成といたしました。

　令和４年度一般会計予算（案）は、８１億８,６００万円とし、昨年度と比較して、４億２，８００万円、約５．５％

の増額としたところであります。予算総額の増額については、新型コロナウイルス感染症対策費やいち

ご一会国体事業費等が主な増額理由となっておりますが、継続的に３重点施策を推進するための予算組

みとしております。

　４つの特別会計予算（案）の合計は、５２億９，０５０万７千円とし、昨年度と比較して１億４,６５４万円、

約２．８％の増額でございます。

　また、一人当たりの保険給付費の増加等により、国民健康保険特別会計は増額となり、高齢化の進展

に伴う被保険者数の増加及び介護給付費の伸びにより、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計に

おいても増額となっております。

　水道事業につきましても、料金収入が安定しており、引き続き堅実な

経営を維持してまいります。

　下水道事業におきましては、地方公営企業法に則し、適正かつ堅実な

経営を行ってまいります。

　以上が令和４年度予算編成の概略でございます。なお、執行にあたり

ましては慎重かつ細心の注意を払ってまいります。

観光の活性化
・ひまわりフェスティバル事業
・煉瓦窯における煉瓦窯フェスタの開催

農・商・工の活性化
・産業祭
・農業経営安定化事業
・中小企業融資策
・企業誘致奨励関連事業
・農業の法人化、経営規模拡大、新規就農者支援

健康タウン促進策
・肺がん、大腸がん検診の自己負担ゼロ
・健康マイレージ等の実施による健康タウンの促進

いちご一会とちぎ国体の推進
・いちご一会とちぎ国体実行委員会補助

脱炭素化の推進
・公用の電気自動車（ＥＶ）導入

移住定住の促進
・定住促進補助の継続
・移住支援金等の継続


